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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを第１方向に搬送する搬送ユニットと、
　前記第１方向と交差する第２方向に沿ってノズルが複数形成され、記録データに基づい
て当該複数のノズルからシートにインクを吐出するライン型記録ヘッドと、
　ホスト装置から第１画像と当該第１画像に続く第２画像とを含む画像データが入力され
る入力手段と、を備える記録装置であって、
　前記複数のノズルのそれぞれについて、前記第１画像の記録の完了前に最後にインクを
吐出したシート上の位置から前記第２画像の記録の際に最初にインクを吐出するシート上
の位置までの長さを算出する算出手段と、
　前記算出手段による算出結果に基づいて、前記第１画像と前記第２画像の間に前記ライ
ン型記録ヘッドによる予備吐出が必要であるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段により前記予備吐出が必要であると判断された場合、前記予備吐出のため
のデータを前記画像データの前記第１画像と前記第２画像の間に追加して前記記録データ
を作成する作成手段と、を備え、
　前記作成手段は、前記判断手段により前記予備吐出が必要でないと判断された場合、前
記予備吐出のためのデータを前記第１画像と前記第２画像の間に追加せずに前記第１画像
と前記第２画像の間を詰めて前記記録データを作成することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記判断手段は、前記算出手段により算出された前記長さが基準値以上である場合に前
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記予備吐出が必要であると判断し、前記長さが前記基準値より小さい場合に前記予備吐出
が必要でないと判断することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記基準値は、シートの搬送速度に応じて定まることを特徴とする請求項２に記載の記
録装置。
【請求項４】
　前記算出手段は、前記第１画像の記録の際に最後にインクを吐出したシート上の位置か
ら前記第２画像の記録の際に最初にインクを吐出するシート上の位置までの長さを算出す
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記算出手段は、前記記録データにおけるインクが吐出される画素と画素の間隔から前
記長さを算出することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記作成手段は、前記複数のノズルのうち前記判断手段により前記予備吐出が必要であ
ると判断されたノズルに対してのみ前記予備吐出が行われるように、前記予備吐出のため
のデータを前記第１画像と前記第２画像の間に追加して前記記録データを作成することを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項７】
　前記作成手段は、前記判断手段により前記複数のノズルのうちいずれか１つのノズルに
ついて前記予備吐出が必要であると判断された場合、前記複数のノズルのすべてに対して
前記予備吐出が行われるように、前記予備吐出のためのデータを前記第１画像と前記第２
画像の間に追加して前記記録データを作成することを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か１項に記載の記録装置。
【請求項８】
　前記ライン型記録ヘッドを複数備え、
　前記作成手段は、前記複数のライン型記録ヘッドごとに前記予備吐出のためのデータを
前記第１画像と前記第２画像の間に追加して前記記録データを作成することを特徴とする
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項９】
　前記作成手段は、前記複数のライン型記録ヘッドのうち前記判断手段により前記予備吐
出が必要でないと判断された前記ライン型記録ヘッドについての前記予備吐出のためのデ
ータを前記第１画像と前記第２画像の間に追加せずに前記第１画像と前記第２画像の間を
詰めて前記記録データを作成することを特徴とする請求項８に記載の記録装置。
【請求項１０】
　シートが搬送される第１方向と交差する第２方向に沿ってノズルが複数形成され、記録
データに基づいて当該複数のノズルからシートにインクを吐出するライン型記録ヘッドを
備えた記録装置における記録データの作成方法であって、
　ホスト装置から第１画像と当該第１画像に続く第２画像とを含む画像データが入力され
る入力工程と、
　前記複数のノズルのそれぞれについて、前記第１画像の記録の完了前に最後にインクを
吐出したシート上の位置から前記第２画像の記録の際に最初にインクを吐出するシート上
の位置までの長さを算出する算出工程と、
　前記算出工程における算出結果に基づいて、前記第１画像と前記第２画像の間に前記ラ
イン型記録ヘッドによる予備吐出が必要であるか否かを判断する判断工程と、
　前記判断工程で前記予備吐出が必要であると判断された場合、前記予備吐出のためのデ
ータを前記画像データの前記第１画像と前記第２画像の間に追加して前記記録データを作
成する作成工程と、を有し、
　前記作成工程において、前記判断工程で前記予備吐出が必要でないと判断された場合、
前記予備吐出のためのデータを前記第１画像と前記第２画像の間に追加せずに前記第１画
像と前記第２画像の間を詰めて前記記録データを作成することを特徴とする記録データの
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作成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録装置及び記録制御方法に関し、特に、例えば、インクジェットフルライン
記録ヘッドを備えた記録装置及びその装置の記録制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インクジェット記録装置では、記録のためにインク液滴を吐出する小さいノズル
の集合体である記録ヘッドを用いて記録を行っている。しかし、この記録ヘッドのノズル
孔は非常に小さいため、均一なインク吐出を行い、画像品位を満たすためにはそのノズル
が乾かないように一定時間毎に予備吐出するなどの対応が必要となる。
【０００３】
　更に、ロール紙のような連続した記録媒体（シート）に対して、そのシート幅と同じ幅
のフルライン記録ヘッド（以下、記録ヘッド）を用いて記録をする場合には、次のような
制御を行っていた。即ち、画像品位保持用のパターンを定期的もしくは何かの条件によっ
て、記録する画像間に挿入することで、記録の品位を保つような制御を行っていた。（特
許文献１、２）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－７６２４７号公報
【特許文献２】特開２００７－００１１１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　さて、実際の画像記録では、画像のサイズが同じサイズの画像をシートに連続記録する
だけでなく、印刷ジョブの切り替えや印刷ジョブ内の画像データの並びによってはサイズ
が異なる画像が混在した順で画像を記録することもある。例えば、シートの幅より小さい
画像も混在して記録する場合もあり、この場合には、その画像前後の画像記録の条件によ
っては、その画像記録に用いたフルライン記録ヘッドの部位は、画像品位保持用のパター
ンを記録するために必要としない場合もある。
【０００６】
　しかしながら上記従来例では、その際にも、画像記録に使用していない部位を含めて記
録ヘッドの画像品位保持を行うために、記録ヘッドの記録幅全体にパターンを記録してい
た。このため、画像品位保持用のパターンが記録画像の間に定期的に記録されるので、連
続シートの中に、ユーザにとって記録結果としては不必要な画像品位保持用のパターンが
入ってしまう。その結果、連続シートにおける画像の記録可能枚数が減ってしまう。また
画像品位保持用のパターンの記録を行うので、実質的な記録のスループットが低下すると
いう問題があった。
【０００７】
　本発明は上記従来例に鑑みてなされたもので、予備吐出のためのパターンを記録する場
合にも、連続画像記録可能枚数を減らすことなく、記録スループットが低下することなく
良好な記録が可能な記録装置及び記録制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明の記録装置は、次のような構成からなる。
【０００９】
　即ち、本発明の記録装置は、シートを第１方向に搬送する搬送ユニットと、前記第１方
向と交差する第２方向に沿ってノズルが複数形成され、記録データに基づいて当該複数の
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ノズルからシートにインクを吐出するライン型記録ヘッドと、ホスト装置から第１画像と
当該第１画像に続く第２画像とを含む画像データが入力される入力手段と、を備える記録
装置であって、前記複数のノズルのそれぞれについて、前記第１画像の記録の完了前に最
後にインクを吐出したシート上の位置から前記第２画像の記録の際に最初にインクを吐出
するシート上の位置までの長さを算出する算出手段と、前記算出手段による算出結果に基
づいて、前記第１画像と前記第２画像の間に前記ライン型記録ヘッドによる予備吐出が必
要であるか否かを判断する判断手段と、前記判断手段により前記予備吐出が必要であると
判断された場合、前記予備吐出のためのデータを前記画像データの前記第１画像と前記第
２画像の間に追加して前記記録データを作成する作成手段と、を備え、前記作成手段は、
前記判断手段により前記予備吐出が必要でないと判断された場合、前記予備吐出のための
データを前記第１画像と前記第２画像の間に追加せずに前記第１画像と前記第２画像の間
を詰めて前記記録データを作成することを特徴とする。
【００１０】
　また本発明の記録方法は、シートが搬送される第１方向と交差する第２方向に沿ってノ
ズルが複数形成され、記録データに基づいて当該複数のノズルからシートにインクを吐出
するライン型記録ヘッドを備えた記録装置における記録データの作成方法であって、ホス
ト装置から第１画像と当該第１画像に続く第２画像とを含む画像データが入力される入力
工程と、前記複数のノズルのそれぞれについて、前記第１画像の記録の完了前に最後にイ
ンクを吐出したシート上の位置から前記第２画像の記録の際に最初にインクを吐出するシ
ート上の位置までの長さを算出する算出工程と、前記算出工程における算出結果に基づい
て、前記第１画像と前記第２画像の間に前記ライン型記録ヘッドによる予備吐出が必要で
あるか否かを判断する判断工程と、前記判断工程で前記予備吐出が必要であると判断され
た場合、前記予備吐出のためのデータを前記画像データの前記第１画像と前記第２画像の
間に追加して前記記録データを作成する作成工程と、を有し、前記作成工程において、前
記判断工程で前記予備吐出が必要でないと判断された場合、前記予備吐出のためのデータ
を前記第１画像と前記第２画像の間に追加せずに前記第１画像と前記第２画像の間を詰め
て前記記録データを作成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　従って本発明によれば、複数の画像をフルライン記録ヘッドを用いて記録する場合、予
備吐出のためのパターンの記録をできるだけ減らす事でスループットを向上させつつ、画
像品質を保つことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の代表的な実施例である、記録媒体としてロールシートを用いたインクジ
ェット記録装置の内部概略構成を示す側断面図である。
【図２】図１に示す記録装置の制御構成を示すブロック図である。
【図３】シートに記録される画像と記録品位保持パターンの一例を示す図である。
【図４】図３で説明した記録データが実際にシートに記録される例を示す図である。
【図５】記録処理の概要を示すフローチャートである。
【図６】図５のステップＳ４０１のジョブデータ受信の詳細な処理を示すフローチャート
である。
【図７】図５のステップＳ４０２の記録データ作成の詳細な処理を示すフローチャートで
ある。
【図８】各画像を記録する場合に画像品位保持用の吐出パターンの記録が必要か不必要か
の条件判断を行う処理を示すフローチャートである。
【図９】基準値について説明する図である。
【図１０】図７のステップＳ６０３において予備吐が必要か否かを判別する処理の詳細を
示すフローチャートである。
【図１１】ノズル未使用の区間の長さの算出の様子を模式的に示す図である。
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【図１２】図１０のステップＳ９０１の処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１３】様々な条件における長さの例を示す図である。
【図１４】図１０のステップ９０２の処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１５Ａ】、
【図１５Ｂ】、
【図１５Ｃ】、
【図１５Ｄ】、
【図１５Ｅ】、
【図１５Ｆ】様々な条件における長さの例を示す図である。
【図１６】予備吐の要否を判定した結果、吐出を行う記録ヘッドの一部が予備吐不要とな
る場合の画像レイアウトを示す図である。
【図１７】予備吐の要否を判定した結果、吐出を行う記録ヘッドの全てが予備吐不要とな
る場合の画像レイアウトを示す図である。
【図１８】画像Ｎからｎ個分までの記録方向の合計長が、予備吐の要否を判定するための
基準値より短い場合の画像レイアウトを示す図である。
【図１９】図７のステップＳ６０４の詳細を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下添付図面を参照して本発明の好適な実施例について、さらに具体的かつ詳細に説明
する。なお、既に説明した部分には同一符号を付し重複説明を省略する。
【００１４】
　なお、この明細書において、「記録」（「プリント」という場合もある）とは、文字、
図形等有意の情報を形成する場合のみならず、有意無意を問わない。また人間が視覚で知
覚し得るように顕在化したものであるか否かを問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パ
ターン等を形成する、または媒体の加工を行う場合も表すものとする。
【００１５】
　また、「記録媒体」とは、一般的な記録装置で用いられる紙のみならず、広く、布、プ
ラスチック・フィルム、金属板、ガラス、セラミックス、木材、皮革等、インクを受容可
能なものも表すものとする。
【００１６】
　さらに、「インク」（「液体」と言う場合もある）とは、上記「記録（プリント）」の
定義と同様広く解釈されるべきものである。従って、記録媒体上に付与されることによっ
て、画像、模様、パターン等の形成または記録媒体の加工、或いはインクの処理（例えば
記録媒体に付与されるインク中の色剤の凝固または不溶化）に供され得る液体を表すもの
とする。
【００１７】
　またさらに、「ノズル」とは、特にことわらない限り吐出口ないしこれに連通する液路
およびインク吐出に利用されるエネルギーを発生する素子を総括して言うものとする。
【００１８】
　以下に用いる記録ヘッド用基板（ヘッド基板）とは、シリコン半導体からなる単なる基
体を指し示すものではなく、各素子や配線等が設けられた構成を差し示すものである。
【００１９】
　さらに、基板上とは、単に素子基板の上を指し示すだけでなく、素子基板の表面、表面
近傍の素子基板内部側をも示すものである。また、本発明でいう「作り込み（built-in）
」とは、別体の各素子を単に基体表面上に別体として配置することを指し示している言葉
ではなく、各素子を半導体回路の製造工程等によって素子板上に一体的に形成、製造する
ことを示すものである。
【００２０】
　次に、インクジェット記録装置の実施例について説明する。この記録装置は、ロール状
に巻かれた連続シート（記録媒体）を使用し、片面記録及び両面記録の両方に対応した高
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速ラインプリンタであり。例えば、プリントラボ等における大量枚数のプリント分野に適
している。
【００２１】
　図１は本発明の代表的な実施例である、記録媒体としてロールシートを用いたインクジ
ェット記録装置（以下、記録装置）の内部概略構成を示す側断面図である。
【００２２】
　なお、図１では、記録機能のみを備えた装置構成を示しているが、原稿上の画像を読取
るスキャナ機能やファクシミリ機能などをさらに備えた多機能プリンタとして機能するも
のとしてもよい。
【００２３】
　また、図１では記録媒体としてロールシートを用いたものを例に説明するが、同一面へ
の複数ページ分の記録を途中で切断せずに続けて行える長尺の連続シートであれば、ロー
ル状となったものには限らない。また、連続シートの切断は、記録装置が自動的に切断す
るものであってもよいし、ユーザがマニュアル指示により切断するものであってもよい。
また、記録装置は、連続シートへの記録のみではなく、所定のサイズのカットシートへの
記録をも可能な記録装置としてもよい。
【００２４】
　さらに、記録媒体については紙に限定されるものではなく上述のように、記録可能なも
のであれば種々のものを用いることができる。
【００２５】
　またさらに、記録方式は液体インクを用いたインクジェット方式により限定されるもの
ではなく、記録剤として固形インクを用いてもよいし、トナーを用いた電子写真方式や昇
華方式など種々のものを採用可能である。またさらに、複数色の記録剤を用いたカラー記
録を行うものには限らず、黒色（グレーを含む）のみによるモノクロ記録を行うものとし
てもよい。
【００２６】
　また、図１に示す記録装置と接続された外部装置からの指示でこの記録装置における記
録動作を制御させる場合には、この外部装置が記録制御装置となる。
【００２７】
　さて、図１に示す記録装置は、以下の構成要素１０１～１１５を含み、これらが１つの
筐体内に配置される。ただし、これらの構成要素を複数の筐体に分けて構成してもよい。
制御ユニット１０８は、コントローラ（ＣＰＵまたはＭＰＵを含む）やユーザインタフェ
ース情報の出力器（表示情報や音響情報などの発生器）、各種Ｉ／Ｏインタフェースを備
えた制御部を内蔵し、記録装置全体の各種制御を司る。
【００２８】
　ロールシートユニットとして上段シートカセット１０１ａと下段シートカセット１０１
ｂの２基を備える。ユーザはロールシート（以下、シート）をマガジンに装着してから記
録装置本体に装填する。上段シートカセット１０１ａから引き出されたシートは図中ａ方
向に、下段シートカセット１０１ｂから引き出されたシートは図中ｂ方向にそれぞれ搬送
される。いずれのカセットからのシートも図中ｃ方向に進行して搬送ユニット１０２に到
達する。搬送ユニット１０２は、複数の回転ローラ１０４を通して記録処理中にシートを
図中ｄ方向（水平方向）に搬送する。給紙元のシートカセットを一方から他方に切り替え
る際は、既に引き出されているシートをカセット内に巻き戻し、新たに給紙させるシート
がセットされているカセットから新たに給紙する。
【００２９】
　搬送ユニット１０２の上方にはヘッドユニット１０５が搬送ユニット１０２と対向して
配置される。ヘッドユニット１０５では複数色（この実施例では７色）分の独立した記録
ヘッド１０６がシートの搬送方向に沿って保持されている。この例ではＣ（シアン）、Ｍ
（マゼンタ）、Ｙ（イエロ）、ＬＣ（ライトシアン）、ＬＭ（ライトマゼンタ）、Ｇ（グ
レー）、Ｋ（ブラック）の７色に対応した７つの記録ヘッドを有する。もちろん、これら
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以外の色を用いたものでもよいし、これらの全てを用いる必要もない。記録装置は、搬送
ユニット１０２によるシートの搬送に同期させて、記録ヘッド１０６からインクを吐出さ
せてシート上に画像を形成する。
【００３０】
　なお、記録ヘッド１０６はインクの吐出先が回転ローラ１０４と重ならない位置に配置
される。インクはシートに直接吐出させるのに代え、中間転写体にインクを付与した後、
そのインクをシートに付与することによって画像を形成させるものとしてもよい。これら
搬送ユニット１０２、ヘッドユニット１０５、記録ヘッド１０６を含んで印刷ユニットが
構成されている。
【００３１】
　インクタンク１０９は各色のインクを独立して貯蔵する。インクタンク１０９からはチ
ューブによって各色に対応して設けられたサブタンクまでインクが供給され、サブタンク
から各記録ヘッド１０６までチューブを介してインクが供給される。記録ヘッド１０６は
、記録時の搬送方向ｄ方向に沿って各色（この実施例では７色）のフルライン記録ヘッド
が並んでいる。各色インクに対応したフルライン記録ヘッドは、継ぎ目無く単一のノズル
チップで形成されたものであってもよいし、分割されたノズルチップが一列又は千鳥配列
のように規則的に並べられたものであってもよい。
【００３２】
　この実施例では、記録装置が使用可能な最大サイズのシートの記録領域の幅分をカバー
する範囲にノズルが並んでいる所謂フルライン記録ヘッドを用いる。ノズルからインクを
吐出するインクジェット方式は、発熱素子を用いた方式、ピエゾ素子を用いた方式、静電
素子を用いた方式、ＭＥＭＳ素子を用いた方式等を採用することができる。画像データに
基づいて各フルライン記録ヘッド（以下、記録ヘッド）のノズルからインクが吐出される
が、吐出のタイミングは搬送用エンコーダ１０３の出力信号によって決定される。
【００３３】
　シートに画像が形成された後、当該シートは搬送ユニット１０２から、スキャナユニッ
ト１０７まで搬送される。スキャナユニット１０７では、シート上の記録画像や特殊パタ
ーンを光学的に読取って記録画像に問題がないかどうかの確認や、インクの吐出状態を含
む記録装置の状態確認等を行う。この画像の確認方法は、記録ヘッドの状態の確認するた
めのパターンを読み込むことによるインクの吐出状態を確認するものでもよいし、元画像
との比較を行うことによる記録の成否を確認するものでもよい。確認の方法は種々のもの
の中から適宜選択することが可能である。
【００３４】
　シートはスキャナユニット１０７近傍からｅ方向に搬送され、カッタユニット１１０に
導入される。カッタユニット１１０ではシートを所定の記録単位の長さ毎に切断する。記
録する画像サイズに応じて、この所定の記録単位の長さは異なる。例えば、Ｌ版サイズの
写真では搬送方向の長さは１３５ｍｍ、Ａ４サイズでは搬送方向の長さは２９７ｍｍとな
る。
【００３５】
　カッタユニット１１０は、片面印刷の場合はページ単位でシートを切断するが、印刷ジ
ョブの内容によってはページ単位で切断しない場合もある。また、カッタユニット１１０
は両面印刷の場合、シートの第１面（例えば、表（おもて）面）はページ単位で切断せず
に所定の長さ分まで画像を連続して記録し、第２面（例えば、裏面）に記録した場合にペ
ージ単位で切断する。なお、カッタユニット１１０は、片面印刷や両面印刷の裏面印刷に
際し、１枚の画像毎に切断するものに限らない。所定の長さ分搬送されるまで切断せず、
所定の長さまで搬送された後で切断し、１枚（１頁）の画像毎に切り離すのは別のカッタ
装置で手動操作等によって切断するものとしてもよい。またシートの幅方向に関しては、
切断が必要な場合、別のカッタ装置を用いて切断することになる。
【００３６】
　カッタユニット１１０から搬送されたシートは、ユニット内を図中ｆ方向に搬送され、
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裏面記録ユニット１１１に搬送される。裏面記録ユニット１１１は、シートの片面のみに
画像を印刷する場合に、シートの裏面に所定の情報を記録させるためのユニットである。
シートの裏面に記録する情報としては、記録画像毎に対応した文字、記号、コード等の情
報（例えば、オーダ管理用番号等）が含まれる。裏面記録ユニット１１１は、記録ヘッド
１０６が両面印刷の印刷ジョブのための画像を記録する場合、記録ヘッド１０６が画像を
記録する領域以外に上記のような情報を記録する。裏面記録ユニット１１１には、記録剤
の押印、熱転写、インクジェットなどの記録方式を採用可能である。
【００３７】
　裏面記録ユニット１１１を通ったシートは、次に乾燥ユニット１１２に搬送される。乾
燥ユニット１１２は、インクが付与されたシートを短時間で乾燥させるために、ユニット
内を図中ｇ方向に通過するシートを温風（加温された気体（空気））で加熱するユニット
である。なお、乾燥の方法は温風を用いるのに代え、冷風、ヒータによる加温、待機させ
ることのみによる自然乾燥、紫外光等の電磁波の照射など種々のものも採用可能である。
記録単位長さに切断されたシートは１枚ずつ乾燥ユニット１１２内を通過して、図中ｈ方
向に搬送されて仕分けユニット１１４に搬送される。
【００３８】
　仕分けユニット１１４は、複数のトレー（この実施例では１８個）を保持しており、記
録単位の長さ等に応じてシートの排紙先のトレーを区別する。各トレーにはトレー番号が
割り当てられている。仕分けユニット１１４では、ユニット内を図中ｉ方向に通過するシ
ートを、各トレー上に設けられたセンサでトレーの空きやシートが満載か否かなどを確認
しながら記録画像毎に設定されたトレー番号に対応するトレーに排紙していく。切断され
たシートの排出先となるトレーは、印刷ジョブの発行元（ホスト装置）で特定のものが指
定される場合や、記録装置側で空いているトレーが任意に指定される場合がある。
【００３９】
　１つのトレーには予め決められた枚数まで排紙可能である。この予め決められた枚数を
超える印刷ジョブの場合、複数のトレーに跨って排紙される。トレーに対して排紙可能な
シートの枚数やサイズ、種類などは、そのトレーの大きさ（タイプ）等によって異なって
いる。
【００４０】
　図１において、縦（上下）に並んでいるトレー（以下、大トレー）は大サイズ（Ａ４サ
イズ等、Ｌ版サイズより大きいもの）のシート、小サイズ（Ｌ版サイズ）のシートの排紙
が可能である。また、横（左右）に並んでいるトレー（以下、小トレー）は小サイズ（Ｌ
版サイズ）のシートの排紙が可能であるが大サイズのシートの排紙はできない。そして、
大トレーの方が小トレーより排紙可能なシートの出力枚数が多い。また、シート排紙中や
排紙完了等の状態は、例えば、ＬＥＤ等の表示器を用いてユーザが識別可能にする。例え
ば、トレー夫々に互いに異なる色で発光する複数のＬＥＤを設け、点灯ＬＥＤの色や点灯
状態か点滅状態かなどによって各トレーの種々の状態をユーザに通知可能である。
【００４１】
　また、複数のトレーのそれぞれには優先順位を付すことができ、記録装置は、印刷ジョ
ブを実行するにあたり、空いている（シートが存在しない）トレーを、優先順位に従って
順にシートの排出先として割り当てていく。デフォルトでは、大トレーは上のトレーほど
優先順位が高く、小トレーは左側ほど優先順位が高い。また大トレーより、小トレーの優
先順位が高い。この優先順位はユーザがシートを取り出しやすい位置の優先順位を高くし
てやればよいが、ユーザによる操作等で適宜変更可能なものとする。
【００４２】
　シート巻取りユニット１１３は、ページ毎に切断されずにおもて面に記録されたシート
の巻取りを行う。両面印刷の際にはまずおもて面に画像記録が行われたシートを、カッタ
ユニット１１０でページ単位では切断せず、連続したおもて面の記録が終了した後に切断
する。おもて面が記録されたシートは、ユニット内を図中のｊ方向に通過し、シート巻取
りユニット１１３が巻取る。そして、一連のページ分のおもて面の画像記録が終了して、
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巻き取られたシートは、先のおもて面とは反対面を記録可能な面にして、即ち、記録ヘッ
ド１０６に対向させる面を反転させて、再度ユニットの図中のｋ方向に搬送される。この
ように搬送させることで、先のおもて面とは反対の裏面に画像記録を行わせる。通常の片
面印刷の場合は、画像が記録されたシートは、シート巻取りユニット１１３による巻取り
を行わせずに仕分けユニット１１４に搬送される。
【００４３】
　このように、両面印刷の際は、シート巻取りユニット１１３を用いてシートの巻取りを
行い、シートを反転させて裏面の記録を行うため、片面印刷のときと両面印刷のときとで
は仕分けユニット１１４への排紙の際のシートの面が異なる。即ち、片面印刷の場合はシ
ート巻取りユニット１１３を用いたシートの反転が行われないので、先頭ページの画像が
記録されたシートは先頭ページの画像が下を向いた状態で排紙される。そして、１つの印
刷ジョブが複数ページあるジョブの場合、先頭ページのシートからトレーに排紙され、以
後後続のページへと順次排紙されシートが重なっていく。このような排紙をフェイスダウ
ン排紙と呼ぶ。
【００４４】
　一方、両面印刷の場合はシート巻取りユニット１１３を用いたシートの反転が行われる
ので、先頭ページの画像が印刷されたシートは先頭ページの画像が上を向いた状態で排紙
される。そして１つの印刷ジョブが複数枚のシートの出力を行うジョブの場合、最後のペ
ージを含むシートからトレーに排紙され、以後若いページのシートへと順次排紙されシー
トが重なっていき、最終的に先頭ページの画像が印刷されたシートが排紙される。このよ
うな排紙をフェイスアップ排紙と呼ぶ。
【００４５】
　操作ユニット１１５は、ユーザが種々の操作を行ったり、ユーザに種々の情報を通知し
たりするためのユニットである。例えば、ユーザに指定された画像が記録されたシートは
どこのトレーに積載されているか、あるいは当該画像が記録中か記録終了かなど、オーダ
毎の記録状況の確認が可能である。また、インク残量や、シートの残量等、装置の各種状
態の確認、ヘッドクリーニング等の装置メンテナンスの実施の指示を行うためにユーザが
操作／確認可能である。
【００４６】
　図２は、図１で示した記録装置における制御構成を示すブロック図である。図２におい
て、記録装置２００は図１に示した記録装置である。
【００４７】
　図２に示すように、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、画像処理部２０７、
エンジン制御部２０８、スキャナ制御部２０９が主に制御ユニット１０８に含まれる。そ
して、制御ユニット１０８にＨＤＤ２０４、操作部２０６、外部Ｉ／Ｆ２０５などがシス
テムバス２１０を介して接続される。
【００４８】
　マイクロプロセッサ（マイクロコンピュータ）形態のＣＰＵ２０１は、図１の制御ユニ
ット１０８に含まれる。ＣＰＵ２０１は、プログラムの実行やハードウェアの起動により
記録装置２００全体の動作を制御する。ＲＯＭ２０２は、ＣＰＵ２０１が実行するための
プログラムや記録装置２００の各種動作に必要な固定データを格納する。ＲＡＭ２０３は
、ＣＰＵ２０１により作業領域として用いられたり、種々の受信データの一時格納領域と
して用いられたり、各種設定データが記憶される。ＨＤＤ２０４は、ＣＰＵ２０１が実行
するためのプログラム、画像データ、記録装置２００の各種動作に必要な設定情報を書き
込んだり、読み出たりすることが可能である。なお、ＨＤＤ２０４に代えて、他の大容量
記憶装置、例えば、半導体記憶装置（ＳＤＤ）を用いることも可能である。
【００４９】
　操作部２０６は、ユーザが種々の操作を行うためのハードキーやタッチパネル、またユ
ーザに種々の情報を提示（通知）するための表示部を含み、図１の操作ユニット１１５に
対応するものである。また、ユーザへの情報の提示は音声発生器からの音響情報に基づく
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音響（ブザー、音声等）を出力することによっても行うこともできる。
【００５０】
　画像処理部２０７は、記録装置２００で扱う画像データ（例えば、ＰＤＬで記述された
データ）の解釈やビットマップデータへの展開（変換）や画像処理を行う。入力された画
像データを表現する色空間（例えば、ＹＣｂＣｒ）を、標準的なＲＧＢ色空間（例えば、
ｓＲＧＢ）に変換する。また、画像データに対し、有効な（記録装置２００が記録可能な
）画素数への解像度変換、画像解析、画像補正等、様々な画像処理が必要に応じて施され
る。これらの画像処理によって得られた画像データは、ＲＡＭ２０３または、ＨＤＤ２０
４に格納される。
【００５１】
　エンジン制御部２０８は、ＣＰＵ２０１等から受信した制御コマンドに応じて、画像デ
ータに基づく画像をシート上に記録する処理を制御する。具体的には、各色インクに対応
した記録ヘッド１０６へのインク吐出指示や、記録媒体上でのドット位置（インクの付着
位置）を調整するための吐出タイミング設定、ヘッド駆動状態取得に基づく調整等を実行
する。さらに、画像データに応じて記録ヘッドの駆動制御を行い、記録ヘッドからインク
を吐出させシート上に画像を形成させる。またさらに、給紙ローラの駆動指示、搬送ロー
ラの駆動指示、搬送ローラの回転状況取得等を行う等、搬送ローラの制御を行い、シート
を適切な速度及び経路で搬送および停止させる。
【００５２】
　スキャナ制御部２０９は、ＣＰＵ２０１等から受信した制御コマンドに応じて、イメー
ジセンサの制御を行い、シート上の画像を読取り、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）色
のアナログ輝度データを取得し、これをデジタルデータに変換する。イメージセンサとし
ては、ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサ等を採用可能である。また、イメ
ージセンサはリニアイメージセンサとしてもエリアイメージセンサとしてもよい。また、
スキャナ制御部２０９は、イメージセンサの駆動指示、該駆動に基づくイメージセンサの
状況取得を行い、イメージセンサから取得した輝度データを解析し、記録ヘッド１０６か
らのインクの不吐やシートの切断位置の検出等を行う。スキャナ制御部２０９で画像が正
しく記録されていると判定されたシートは、シート上のインクの乾燥処理が施された後に
、指定された仕分けユニットのトレーに排紙される。
【００５３】
　ホスト装置２１１は、上述した外部装置に対応し、記録装置２００と外部接続され、記
録装置２００に記録を行わせるための画像データの供給源となる装置であり、種々の印刷
ジョブのオーダを発行する。
【００５４】
　ホスト装置２１１は、汎用のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）として実現してもよいし
、他のタイプのデータ供給装置としてもよい。他のタイプのデータ供給装置としては、画
像をキャプチャーして画像データを生成する画像キャプチャー装置がある。画像キャプチ
ャー装置は、原稿上の画像を読取って画像データを生成するリーダ（スキャナ）、ネガフ
ィルムやポジフィルムを読取って画像データを生成するフィルムスキャナなどである。ま
た、画像キャプチャー装置の他の例として静止画を撮影してデジタル画像データを生成す
るデジタルカメラ、動画を撮影して動画像データを生成するデジタルビデオもある。その
他、ネットワーク上にフォトストレージを設置したり、着脱可能な可搬性メモリを挿入す
るソケットを設けたりし、フォトストレージや可搬性メモリに格納された画像ファイルを
読み出して画像データに生成して記録するものとしてもよい。
【００５５】
　また、汎用的なＰＣに代え、記録装置専用の端末とするなど、種々のデータ供給装置と
してもよい。これらのデータ供給装置は記録装置の構成要素としてもよいし、記録装置の
外部に接続した別の装置としてもよい。また、ホスト装置２１１をＰＣとした場合、ＰＣ
の記憶装置に、ＯＳ、画像データを生成するアプリケーションソフトウェア、記録装置２
００用のプリンタドライバがインストールされる。
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【００５６】
　プリンタドライバは、記録装置２００を制御したり、アプリケーションソフトウェアか
ら供給された画像データを記録装置２００が扱える形式に変換して画像データを生成した
りする。また、画像データから記録データへの変換をホスト装置２１１側で行ってから記
録装置２００に供給するようにしてもよい。なお、以上の処理の全てをソフトウェアで実
現することは必須ではなく、一部または全部をハードウェアによって実現するようにして
もよい。ホスト装置２１１から供給される画像データやその他のコマンド、更にステータ
ス信号等は、外部Ｉ／Ｆ２０５を介して記録装置２００と送受信可能である。外部Ｉ／Ｆ
２０５はローカルＩ／ＦであってもネットワークＩ／Ｆであってもよい。また、外部Ｉ／
Ｆ２０５は、有線による接続であっても無線による接続であっても構わない。
【００５７】
　記録装置２００内の上記した各構成要素はシステムバス２１０を介して接続され、互い
に通信可能である。
【００５８】
　なお、以上の例では、１つのＣＰＵ２０１が図２に示した記録装置２００内の全ての構
成要素を制御するものとしたが、この構成以外の構成も可能である。例えば、各機能ブロ
ックのいくつかが別途ＣＰＵを備え、それぞれのＣＰＵによって個別に制御するものとし
てもよい。また、各機能ブロックは図２に示した構成以外の分担のさせ方により個別の処
理部または制御部として適宜分割したり、いくつかを統合したりするなど、種々の形態を
採用可能である。また、メモリからのデータの読み出しにはＤＭＡＣも用いることもでき
る。
【００５９】
　図３はシートに記録される画像と記録品位保持パターンの一例を示す図である。
【００６０】
　この実施例では、シートに画像を記録する際に、画像データと記録品位保持パターンの
データを組み合わせた記録データを作成して記録を行う。その際の記録データの構成と、
その特性について説明する。
【００６１】
　図３は記録データがシートに記録される状態を図示している。図３に示すようにシート
に対して記録を行う前に記録装置が記録する画像のレイアウトを作成する。図３はその画
像レイアウトの１例を示している。後述する記録データのレイアウトが図３のような配置
の画像が記録されるようにデータを作成する。
【００６２】
　図３において、３０１は記録装置のエンジン制御部２０８などを用いて処理が行われ記
録を行うシート、３０２はエンジン制御部２０８によってシート３０１に記録される画像
のレイアウト、３０３は記録品位保持のパターン（以下、予備吐パターン）である。図３
に示す画像配置は一例に過ぎず、画像処理部２０７等において画像のレイアウトが決定さ
れる。図３の例は、シート３０１の幅に対して同様な画像サイズを記録した場合の例であ
る。
【００６３】
　図３に示すように、予備吐パターン３０３は画像３０２の間に挟まるようにレイアウト
されている。予備吐パターンの記録は、画像３０２の記録に全ての記録ヘッドのノズルが
使用されているかわからないため、次の画像を記録する前に、記録品位を保持するために
行う処理である。そのため、図３からわかるように画像３０２の間に予備吐パターン３０
３がレイアウトされている。このようにすることで画像３０２を一つ記録するたびに、予
備吐パターン３０３を記録する事で記録ヘッドの状態をリセットし、次の画像３０２を、
高品位に記録することができる。
【００６４】
　さらに３０４、３０５、３０６は同じノズルを使用する画素を示しており、画素３０４
は予備吐パターンの一画素を示し、画素３０５、３０６は各々画像の中の画素を示してい
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る。この例では、画素３０４、３０５、３０６の間ではこれらの画素の記録に用いられた
ノズルは使用していないものとする。この場合、画素３０５と画素３０６との間では予備
吐による画素３０４の記録以外はノズルを使用しないことになる。そのため、画素３０５
の記録にノズルが使用された後、画素３０４を記録せずに画素３０６を記録した場合と、
予備吐パターンの記録で画素３０４の記録に一度ノズルを使用後に画素３０６を記録する
場合とでは記録品位の面では後者がより高品位となる。
【００６５】
　また、この場合に画素３０４を記録せずとも画素３０５と画素３０６との間が十分に記
録品位が保てる距離であった場合には予備吐パターンで画素３０４の記録を行う必要がな
くなる。こうすると予備吐パターンを画像の間に配置しなくてもよい場合が画像３０２の
状態によっては発生する。それらの具体例と効果を次に示す。
【００６６】
　図４は図３で説明した記録データが実際にシートに記録される例を示す図である。
【００６７】
　図４において、（ａ）は記録ヘッド３０７（図１のヘッドユニット１０５に相当）から
シート３０８にインク３１２を吐出して画像３０９、３１０、３１１を記録する様子を示
している。（ａ）の状態は、吐出されたインク３１２により画像３０９を記録している時
点を示している。図３と図４とを関係づけると、画像３０９、３１１は画像３０２に対応
し、画像３１０は予備吐パターン３０３に対応している。
【００６８】
　このような関係において、図３で予備吐パターン３０３を記録しなかった場合には、図
４（ａ）において、予備吐パターンの画像３１０の記録を省略した場合と同等となる。つ
まり、図４（ｂ）に示すように画像３１１の次に画像３０９を前にずらして記録する事に
なる。これは、図４（ａ）の予備吐パターンの画像３１０がなかった場合は、図４（ｃ）
で示すように、画像３０９はすでに記録が終了し、次に画像３１３の記録に進んでいる状
態になる。
【００６９】
　その結果、予備吐パターンが少ないほど、記録できる画像は増加し、また単位時間にお
ける画像記録数も増える。つまり、予備吐パターンを削減することは記録スループットの
向上につながる。つまり、画像品位向上のために予備吐パターンを記録する必要がある一
方で、記録のスループットが低下するというデメリットが生じることがわかる。従って、
状況に応じて予備吐パターンの記録を削減することが記録スループット向上のために効果
的であると言える。
【００７０】
　＜記録処理＞
　１．全体概要
　図５は記録処理の概要を示すフローチャートである。
【００７１】
　まず、ステップＳ４０１では記録装置は、接続されたＰＣ等からジョブと呼ばれる印刷
指示データであるジョブデータを受信する。このジョブデータ受信の詳細は図６を参照し
て後述する。
【００７２】
　ジョブデータを受信後、ステップＳ４０２では、記録データを作成する。印刷ジョブに
ついてはジョブ毎に属性が異なるが、この実施例での記録は連続シートへの記録であるた
め、連続シートへの記録用にジョブの画像データを再配置して、画像処理を行ってから記
録を実行する必要がある。そのため、受信ジョブデータに基づいて記録データを作成する
のである。また、図３～図４で示した予備吐パターンの配置についてはステップＳ４０２
における記録データ作成時に画像間に配置することで対応する。この詳細な説明は図７を
参照して後述する。
【００７３】



(13) JP 6101038 B2 2017.3.22

10

20

30

40

50

　ステップＳ４０３では、ステップＳ４０２において作成した記録データに基づいてシー
トに画像を記録する。
【００７４】
　このようにして、記録装置はシートに対して受信したジョブを連続的に記録する事がで
きる。
【００７５】
　２．ジョブデータ受信の詳細
　図６は図５のステップＳ４０１のジョブデータ受信の詳細な処理を示すフローチャート
である。
【００７６】
　まず、ステップＳ５０１では、記録装置がジョブ受信可能かどうか確認する。ここで、
ジョブ受信可能でなければジョブ受信可能になるまで処理を待ち合わせる。そして、ジョ
ブ受信可能となった場合に、記録装置はジョブ受信を自動的に開始する。記録装置にとっ
て、ジョブ受信は受動的なものであるため、図６にジョブ受信のステップは記載されてい
ないが、このタイミングでジョブ受信を行う。
【００７７】
　次にステップＳ５０２では、１ジョブ分のデータを受信終了したかどうかを確認する。
ここで、１ジョブ分が受信終了まで処理を待ち合わせ、１ジョブ分のデータ受信終了を確
認した時点で処理はステップＳ５０３に進む。ステップＳ５０３では、受信した１ジョブ
のデータに対して、ＲＩＰ処理を実行する。このＲＩＰ処理によって、ジョブに含まれる
画像データが画像処理される。ここでジョブ内の画像を１画像ずつに分けて、連続シート
に記録するのに使用する。
【００７８】
　その後、処理はステップＳ５０４において、ＲＩＰ処理後の画像データを用いてシート
に記録させる順番で画像毎に、対応する画像データを一時保存領域に保存する。この実施
例では、一時保存領域はＨＤＤ２０４にパーティションを設けて一時保存領域として専用
の領域を設けて使用する。しかし、同様の目的を達成できるのであれば、他の方法を用い
ても良い。
【００７９】
　次にステップＳ５０５では、ステップＳ５０４において一時保存領域に保存した画像デ
ータ群の情報に基づいて、記録の開始条件を満たしているかを調べる。この実施例では一
時保存領域に、用意された連続シートの長さに相当する画像データが保存された場合に、
記録開始条件を満たすとしている。しかしながら、このフローチャートに示すように、記
録開始条件を満たすのであれば、前記条件の限りではない。ここで、まだ記録開始条件を
満たしていないと判断された場合には、処理はステップＳ５０２へ戻る。これに対して、
印刷開始条件を満たしていると判断された場合には、この処理を終了する。
【００８０】
　そして、処理は図５に示したステップＳ４０２の処理に進む。
【００８１】
　３．記録データ作成の詳細
　図７は図５のステップＳ４０２の記録データ作成の詳細な処理を示すフローチャートで
ある。図６を参照して説明したように、一時保存領域に記録用の画像データが保存されて
いる。そして、その保存データ量が記録開始条件を満たした場合、以下の処理を実行して
記録データを作成する。
【００８２】
　まず、ステップＳ６０１では、画像の番号Ｎを初期化してＮ＝１とする。次にステップ
Ｓ６０２では、一時保存領域のＮ番目の画像を表現する画像データを記録データとして追
加する。この追加は、記録データとして別に保存領域を設け、そこに追加した事を意味し
ており、そのデータをそのまま記録に用いることを想定したデータ群となっている。ステ
ップＳ６０２で記録データにＮ番目の画像を表現する画像データを追加した後、処理はス
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テップＳ６０３において、画像Ｎの後に予備吐パターンが必要であるかを確認する。
【００８３】
　この条件判断における条件については、図８／図１０を参照して後で詳細に説明する。
図８／図１０に示した条件により、予備吐パターンの記録が必要であると判断されたら、
処理はステップＳ６０４へ進む。ステップＳ６０４では、予備吐パターンを記録データに
追加する。どのように予備吐パターンを追加するかについては、後で図１９を参照して詳
細に説明する。
【００８４】
　ステップＳ６０４では、画像Ｎに対応する画像データを記録データに追加後、その結果
に応じて予備吐パターンのデータが追加される。その追加後、処理はステップＳ６０５に
進む。一方、ステップＳ６０３において予備吐パターンの記録が不要と判断された場合に
は、処理はそのままステップＳ６０５に進む。
【００８５】
　ステップＳ６０５では、一時保存領域に保存されている画像データの内、Ｎ番目の画像
に対応する画像データを「処理済」に変更する。これは一時保存領域に保存されている画
像データには「処理前」か「処理済」かの情報が付加されており、この情報を「処理済」
にする事で、記録データにその画像データが使用されて配置されている事を示す。
【００８６】
　次にステップＳ６０６では、一時保存領域の画像データの内、「処理済」になっていな
い画像データがあるかどうかを確認する。ここで、一時保存領域に「処理前」の画像デー
タがなければこの処理を終了する。これに対して、まだ「処理前」の画像データがあれば
、処理はステップＳ６０７に進み、Ｎの値を＋１インクリメントして、ステップＳ６０２
に戻る。
【００８７】
　このようにして、一時保存領域に保存された画像データを記録データに予備吐パターン
も含めて配置していく事ができる。
【００８８】
　４．予備吐出の要／不要の判断
　図８は各画像毎に全ノズルを使用して記録する場合に画像品位保持用の予備吐出が必要
か不必要かの条件判断の処理を示すフローチャートである。このフローチャートは、図７
のステップ６０３において予備吐が必要か否かを判別する処理の詳細を示している。この
実施例では、予備吐出要否の条件判断を記録ヘッドの各ノズルに対して行う。この説明で
、Ｎは図７で言及した画像の順番として同じものを指す。
【００８９】
　まず、ステップＳ７０１では、実際に記録動作を行う場合に記録されるであろう記録媒
体上の、画像Ｎで最後に吐出する画素の位置から、画像Ｎ＋１で最初に吐出する画素の位
置までのノズルが未使用となる間の長さを算出する。具体的には画像Ｎで最後に吐出する
画素の座標と、画像Ｎ＋１でそのノズルの吐出を必要とする画素の座標とから間の長さを
算出することができる。この長さは図３で例示した画素３０５と画素３０６の間隔に相当
する。ここで、算出する長さは、画像間に全ノズルにおいて予備吐パターンを記録するこ
とを前提として算出する。
【００９０】
　次に、ステップＳ７０２においてシートの搬送速度から決まる基準値とノズルが未使用
となる間の長さとを比較する。ここで、基準値とはシートの搬送速度を予め決められた時
間で割った長さをさす。予め決められた時間とは、ノズルの乾燥を防ぐために一定時間毎
に吐出を行う際の一定時間間隔をさす。
【００９１】
　図９は基準値について説明する図である。図９において、画素３０５と画素３０６の間
隔はシート搬送速度によって決まる基準値の長さを示す。
【００９２】
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　また、図９において、（ａ）はシート搬送速度がＳ１の場合を示している。さて、（ｂ
）に示すように、シート搬送速度がＳ２（＞Ｓ１）の場合は、基準値が（ａ）に示す基準
値より長くなる。また、（ｃ）に示すように、シート搬送速度がＳ３（＜Ｓ１）の場合は
基準値が（ａ）に示す基準値より短くなる。
【００９３】
　このように図９で示される基準値の変化から分かるように、ステップＳ７０２では画素
３０５と画素３０６の記録間隔が図９（ａ）で示された基準の長さに相当する時間以上と
なる場合はノズルが乾燥してしまう時間より長い時間にわたりインクが吐出されない。こ
のため、処理はステップＳ７０３に進んで、そのノズルには予備吐が必要であると判断す
る。これに対して、画素３０５と３０６が図９（ａ）で示された基準値の長さより短い間
隔の場合はノズルが乾燥してしまう時間より短いタイミングでインクが吐出されるため、
処理はステップＳ７０４に進んで、そのノズルには予備吐が不必要であると判断する。
【００９４】
　以上説明した処理により、全ノズルに対して画像Ｎの後に予備吐が必要か否かを判断す
る。
【００９５】
　このようにノズル未使用の時間に相当する長さから予備吐の要否を判断することで、サ
イズが異なる画像が混在し予備吐パターンを記録可能な位置が不定であっても、基準値を
超えずに的確に効率よく予備吐を行うことができる。
【００９６】
　図１０は各画像記録毎に吐出動作が必要ではないノズルがある場合に、各ノズルにおい
て画像品位保持用の予備吐出が必要か不必要かの条件判断の処理を示すフローチャートで
ある。このフローチャートは、図７のステップ６０３において予備吐が必要か否かを判別
する処理の詳細を示している。この実施例では、予備吐出要否の条件判断を記録ヘッドの
各ノズルに対して行う。この説明でも、Ｎは図７で言及した画像の順番として同じものを
指す。なお、図１０において、既に図８を参照して説明したのを同じ処理ステップについ
ては同じステップ参照番号を付し、その説明は省略する。
【００９７】
　まずステップＳ９０１では、実際に記録動作を行う場合に記録されるであろう記録媒体
上の、画像Ｎの記録までにノズルで吐出を必要とする画素の最後の位置から画像Ｎ＋１で
そのノズルの吐出を必要とする位置までのノズルが未使用となる間の長さを算出する。こ
の長さ算出では、画像Ｎの記録後に全ノズルにおいて予備吐パターンを記録することを前
提とし、画像Ｎ＋１までにノズルが未使用となる間の長さの合計値を求める。
【００９８】
　ここで、ノズル未使用となる間の長さの算出方法について図面を参照して説明する。
【００９９】
　図１１は、ノズル未使用の区間の長さの算出の様子を模式的に示す図である。
【０１００】
　図１１において、画像Ｎにおける記録方向の辺の長さをＮ長、画像Ｎ＋１における記録
方向の辺の長さをＮ＋１長とする。また、画像Ｎと画像Ｎ＋１の間に全ノズルで吐出を行
う予備吐パターンにおける記録方向の辺の長さをＹ幅とする。記録方向に関する画像Ｎの
画素終端までにノズルが使用されていない長さの合計値をＬとする。これらの４つの値を
使って長さ算出を行う。具体的には画像Ｎの記録までにノズルで吐出される画素の座標と
、画像Ｎ＋１でそのノズルの吐出を必要とする画素の座標とから間の長さを算出すること
ができる。なお、その詳細については、図１２～図１５Ｆを参照して後述する。
【０１０１】
　さて、ノズルが未使用となる間の長さを算出した後、ステップＳ７０２ではシートの搬
送速度から決まる基準値とステップ９０１で求めた長さを比較する。そして、ステップＳ
７０２～Ｓ７０４では、その比較結果に従って、予備吐が必要であるか、或いは、不要で
あるかを判断する。
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【０１０２】
　予備吐の要否判定後、処理はステップ９０２において、Ｎ番目以降の画像でノズル未使
用となる間の長さ算出を行う。これは必要に応じて画像Ｎ＋１の記録までにノズル未使用
となる間の長さの合計値を算出することでなされる。そして、ノズル毎に、その結果を一
時保存領域に記憶する。
【０１０３】
　ステップ９０２の処理の詳細は図１４を参照して後述する。
【０１０４】
　以上の方法により、各画像毎に吐出動作を必要としないノズルがある場合に、全ノズル
に対して画像Ｎの記録後に予備吐が必要か否かを判断する。
【０１０５】
　図１２は予備吐の要否の判定前に行う画像Ｎ＋１までにノズルが使用されていない長さ
を算出する処理を示すフローチャートである。このフローチャートは図１０のステップＳ
９０１の処理の詳細に説明するものである。この処理では、画像Ｎの記録後に予備吐せず
に画像Ｎ＋１まで記録しても基準値を超えないかどうかを判定するための長さを求める。
また、この処理はノズル毎に実行される。この長さは、画像Ｎの記録後に全ノズルを用い
て予備吐パターンを記録する場合のＹ幅を含めた長さとする。
【０１０６】
　まず、ステップＳ１１０１では。対象のノズルにおいて画像Ｎでインク吐出をするかど
うかを調べる。次に、ステップＳ１１０１の判断結果によらず、次のステップＳ１１０２
およびステップＳ１１０５では、画像Ｎ＋１でインクを吐出するかどうかを調べる。この
２つの判断結果により、これに続く処理では、ノズルを使用していない２点間の長さを算
出する。
【０１０７】
　図１３は様々な条件における長さの例を示す図である。
【０１０８】
　ステップＳ１１０２において、画像Ｎ＋１でインク吐出ありと判断された場合、画像Ｎ
と画像Ｎ＋１の両方でインク吐出を必要とする画素が存在することになる。この場合、処
理はステップＳ１１０３に進み、画像Ｎで最後に吐出する位置から画像Ｎ＋１で最初に吐
出する位置までの吐出間の長さを算出する。これは図８のステップＳ７０１の処理と同様
である。
【０１０９】
　図１３（ａ）は、画像Ｎと画像Ｎ＋１の両方でインク吐出を必要とする画素が存在する
場合の長さを示す。この場合の長さは、画像Ｎで最後に吐出する位置から予備吐パターン
の開始位置までと、Ｙ幅と、予備吐パターン終了位置から画像Ｎ＋１で最初に吐出する位
置までの３つの長さを加えることで算出する。
【０１１０】
　次に、ステップＳ１１０２において、画像Ｎ＋１で吐出なしと判定された場合、画像Ｎ
ではインク吐出があり画像Ｎ＋１ではインク吐出なしとなる。この場合、処理はステップ
Ｓ１１０４に進み、画像Ｎで最後に吐出する位置から画像Ｎ＋１の全画素を記録する位置
までのノズルを使用しない長さを算出する。
【０１１１】
　図１３（ｂ）は、画像Ｎではインク吐出があり画像Ｎ＋１ではインク吐出なしの場合の
長さを示す。この場合の長さは、画像Ｎで最後に吐出する位置から予備吐パターンの開始
位置までと、Ｙ幅と、Ｎ＋１長の３つの長さを加えることで算出する。
【０１１２】
　さらに、ステップＳ１１０５において、画像Ｎ＋１で吐出ありと判定された場合、画像
Ｎでは吐出なしで画像Ｎ＋１ではインク吐出を必要とする画素が存在することになる。こ
の場合、処理はステップＳ１１０６に進み、画像Ｎまでのノズル未使用の長さの合計値に
画像Ｎ＋１で最初に吐出する位置までの長さを加えて吐出間の長さを算出する。
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【０１１３】
　図１３（ｃ）は、画像Ｎでは吐出なしで画像Ｎ＋１ではインク吐出を必要とする画素が
存在する場合の長さを示す。この場合の長さは、画像Ｎまでにノズル未使用の長さの合計
Ｌと、Ｙ幅と、予備吐パターン終了位置から画像Ｎ＋１で最初に吐出する位置までの３つ
の長さを加えることで算出する。
【０１１４】
　またさらに、ステップＳ１１０５において、画像Ｎ＋１で吐出なしと判定された場合、
画像Ｎと画像Ｎ＋１の両方でインク吐出がないことになる。この場合、処理はステップＳ
１１０７に進み、画像Ｎまでにノズル未使用の長さの合計値に画像Ｎ＋１の全画素を記録
する位置までのノズルを使用しない長さを算出する。
【０１１５】
　図１３（ｄ）は、画像Ｎと画像Ｎ＋１の両方でインク吐出がない場合の長さを示す。こ
の場合の長さは、画像Ｎまでにノズル未使用の長さの合計Ｌと、Ｙ幅と、Ｎ＋１長の３つ
の長さを加えることで算出する。
【０１１６】
　以上のようにして、基準値と比較するための長さを求め、図９のステップ７０２の処理
を実行する。
【０１１７】
　図１４は予備吐の要否を判定後に実行する画像Ｎ＋１までにノズル未使用となる長さ算
出の詳細な処理を示すフローチャートである。このフローチャートは、図１０のステップ
９０２を詳細に説明するもので、Ｎ番目以降の画像でノズル未使用となる間の長さ算出を
行うために処理する。また、この処理はノズル毎に実行され、予備吐判定結果を考慮して
画像Ｎ＋１までにノズル未使用となる長さを算出する。
【０１１８】
　図１５Ａ～図１５Ｆは、様々な条件における長さの例を示す図である。これらの図は図
１３で示した各条件において図１４で示す処理を実行することで得られる合計値Ｌの具体
的な例を示すものである。
【０１１９】
　まず、ステップＳ１３０１では対象のノズルにおいて画像Ｎ＋１で吐出をするかどうか
を調べる。ここで、吐出をすると判断された場合、画像Ｎ＋１の後の予備吐要否判定で必
要な長さは画像Ｎ＋１で最後に吐出した画素の位置より記録が後になる領域の値となる。
従って、画像Ｎ以降で画像Ｎ＋１までのノズルを使用しない長さの合計値を必要としない
。この場合、処理はステップＳ１３０２に進み、積算してきた合計値Ｌを“０”にして初
期化する。
【０１２０】
　処理がステップＳ１３０２に進む場合は、図１３（ａ）と図１３（ｃ）に例示する場合
に相当し、これらはそれぞれ図１５Ａと図１５Ｄに例示する場合に該当する。図１５Ａと
図１５Ｄで示す通り合計値Ｌに積算するための値はない。
【０１２１】
　これに対して、ステップＳ１３０１において、吐出をしないと判断された場合、画像Ｎ
以降で画像Ｎ＋１までのノズル未使用の間の長さの合計値Ｌを必要とする。従って、画像
Ｎの記録後に予備吐があるか否かを考慮して、画像Ｎ＋１までのノズル未使用の間の長さ
の合計値を算出する。この場合、処理はステップＳ１３０３に進み、図１０のステップＳ
７０２～７０４での処理結果に基づき、画像Ｎの記録後に予備吐を行うか否かを調べる。
ここで、画像Ｎの記録後に予備吐を行うと判断された場合、処理はステップＳ１３０４に
進み、画像Ｎの記録後に予備吐を行わないと判断された場合、処理はステップＳ１３０５
に進む。
【０１２２】
　さて、ステップＳ１３０４では、画像Ｎの記録後で予備吐してから画像Ｎ＋１を吐出し
終わる位置までの長さを求める。従って、予備吐パターンを吐出する開始位置から画像Ｎ
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＋１の吐出終了位置までの長さを、ノズル未使用の間の長さの合計値Ｌとして算出する。
処理がステップＳ１３０４に進む場合は、図１３（ｂ）と図１３（ｄ）に例示するように
画像Ｎの記録後で予備吐を行う場合に相当し、これらはそれぞれ図１５Ｂと図１５Ｅに例
示する場合に該当する。図１５Ｂと図１５Ｅで示す通り、画像Ｎ＋１の記録までに最後に
吐出する位置は予備吐パターンであるため、Ｙ幅とＮ＋１長を画像Ｎ＋１までのノズル未
使用の間の長さの合計値Ｌとする。
【０１２３】
　これに対して、ステップＳ１３０５では、画像Ｎまでにノズル未使用の間の長さの合計
値から画像Ｎ＋１を記録終了位置までの長さを求める。この場合、図１２の処理では画像
Ｎの記録後に予備吐を行わない前提で長さを算出しており、ステップＳ１３０５の処理を
行う条件と一致する。従って、図１２の処理で求めた長さを、ノズル未使用の間の長さの
合計値Ｌとする。
【０１２４】
　処理がステップＳ１３０５に進む場合は、図１３（ｂ）と図１３（ｄ）に例示するよう
に画像Ｎの記録後で予備吐を行わない場合、これらはそれぞれ図１５Ｃと図１５Ｆに例示
する場合に該当する。図１５Ｃと図１５Ｆで示す通り、画像Ｎ＋１の記録までのノズル未
使用の間の長さは図１３（ｂ）と図１３（ｄ）で求める長さと同じである。従って、画像
Ｎまでのノズル未使用の間の長さの合計Ｌと、Ｙ幅と、Ｎ＋１長の３つの長さを加えた値
が合計値Ｌとなり、図１２の値をそのまま合計値Ｌとする。
【０１２５】
　最後に算出した合計値Ｌは、画像Ｎ以降の算出で使用するためにステップＳ１３０６で
一時保存領域に保存する。
【０１２６】
　以上説明した処理により、図１０の予備吐の要否判定（ステップＳ７０２）の後処理を
行い、一連の予備吐の要否判定処理を終了する。
【０１２７】
　以上、図８～図１５Ｆを参照して説明した処理により、ノズル未使用となる間の長さか
ら各ノズルの予備吐の要否を判断することができる。
【０１２８】
　次に、さらに、図８～図１５Ｆにおいて予備吐の要否を判定した結果によって、予備吐
パターンをシート搬送方向に短くできる例について図１６～図１８を参照して説明する。
【０１２９】
　図１６は予備吐の要否を判定した結果、吐出を行う記録ヘッドの一部が予備吐不要とな
る場合の画像レイアウトを示す図である。
【０１３０】
　図１６に示すように、画像Ｎと画像Ｎ＋１の間の予備吐パターンにおいて、例えば、７
つあるフルライン記録ヘッドのうち３つの記録ヘッドの全てのノズルにおいて予備吐出が
否であると判定され、予備吐を行う必要がない場合がある。この場合には、予備吐パター
ンの領域を３ライン分減らすことができる。これにより、後続の画像Ｎ＋１の記録開始位
置をシートの搬送方向に関し、より前に進めることができる。
【０１３１】
　図１７は予備吐の要否を判定した結果、吐出を行う全ての記録ヘッドの全てのノズルに
おいて予備吐が否であると判定され、全ての記録ヘッドから予備吐出不要となった場合の
画像レイアウトを示す図である。図１７に示すように、画像Ｎと画像Ｎ＋１の間の予備吐
パターンにおいて、例えば、７つあるフルライン記録ヘッドのうち７つ全てが予備吐を必
要としない場合、予備吐パターンを省略する。これにより、後続の画像Ｎ＋１を画像Ｎに
連続して記録することができる。つまり、１つの記録ヘッドの全てのノズルにおいて予備
吐出否であると判定された場合には、その記録ヘッドの予備吐パターンを省略することが
できる。
【０１３２】
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　図１８は画像Ｎ＋ｎまでの記録方向の合計長が、全ての記録ヘッドにおいて予備吐の要
否を判定するための基準値より短い場合の画像レイアウトを示す図である。この場合、図
１８に示すように、画像Ｎからｎ個分までを全ての記録ヘッドから予備吐なしに連続して
記録する。これにより、画像ｎ＋１個分を連続して記録することができる。
【０１３３】
　以上、図８～図１８を参照して説明した処理によって、図７のステップＳ６０３におい
て予備吐の要否を各ノズルに対して判定をすることで必要最低限の吐出が実現する。
【０１３４】
　なお、この実施例では記録ヘッドのノズル毎に判定を行うが、ノズルブロック毎にその
判定を行ってもよい。そして、図１７または図１８に示すように、画像Ｎの記録後に予備
吐パターンの記録を省略できると判断された場合、図７における処理では、ステップＳ６
０３からステップ６０５に進む。また、図１６に例示する場合や図１６～図１８のいずれ
にも当てはまらず１ラインごと予備吐を省略できない場合、図７における処理では、ステ
ップＳ６０３からステップＳ６０４に進む。
【０１３５】
　最後に、ステップＳ６０４の詳細について説明する。
【０１３６】
　図１９はステップＳ６０４の詳細を示すフローチャートである。
【０１３７】
　まず、ステップＳ１８０１では、全てのフルライン記録ヘッドに「予備吐要」を示すフ
ラグを設定する。
【０１３８】
　次に、ステップＳ１８０２では、各フルライン記録ヘッドが予備吐を省略できるもので
あるかどうかを調べる。ここで、図１６で説明した方法によって予備吐を１つのフルライ
ン記録ヘッドの全てのノズルについて省略できると判断される場合、処理はステップＳ１
８０３に進む。これに対して、図１６で説明した方法で１つのフルライン記録ヘッドの全
てのノズルについて省略できないと判断された場合、処理はステップＳ１８０４に進む。
【０１３９】
　ステップ１８０３では、省略できるフルライン記録ヘッドに対して「予備吐不要」を示
すフラグに設定を変更し、その後、処理はステップＳ１８０４に進む。ステップＳ１８０
４では、フラグに「予備吐要」と設定されたフルライン記録ヘッドにおいて、予備吐要否
判定で予備吐が必要と判定されたノズルのみを対象に予備吐データを生成し、記録データ
に追加する。このように予備吐が必要のノズルにおいてのみ予備吐出パターンの記録を行
うことで、消費されるインク量を削減することができる。このような処理により、画像Ｎ
の画像データ後に予備吐パターンのデータを追加した記録データを作成する。
【０１４０】
　なお１つのフルライン記録ヘッドのいずれか１つのノズルで予備吐が必要と判定された
場合には、１つのフルライン記録ヘッドの全てのノズルから予備吐パターンで記録を行う
ように記録データを作成してもよい。このように全てのノズルから記録しておくことで、
このフルライン記録ヘッドにおける次の予備吐パターンを省略できる可能性が生まれるた
めである。
【０１４１】
　従って以上説明した実施例によれば、画像サイズが異なる複数の画像をフルライン記録
ヘッドにより記録する場合、画像品位保持用のパターンを最低限必要な領域のみ記録する
ことが可能になる。これにより、記録スループットを向上させつつ、画像品質を保つこと
ができる。
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